県産品愛用推進指定店「長崎県の魚愛用店」について
１．趣旨
　　長崎県は、長崎県産の魚介類及び水産加工品（以下、県産魚という。）の愛用を推進するため、「長崎県の魚愛用店」を認定する。

※ 長崎県産の魚介類とは、長崎県内の魚市や漁港で水揚げされたもの、長崎県の海域で養殖されたもの。長崎県産の水産加工品とは、長崎県産の魚介類のみを原料とした干物、長崎県産の魚介類を原料に使った練物類（かまぼこ、すり身、つみれ等）等の長崎県産の魚介類を使ったもので、長崎県内に所在する業者が加工したもの。

２．対　象

　　県内に所在し、県産魚を常時提供しているホテル、旅館、レストラン、料理店等（以下、飲食店等という。）
３．指定店の認定要件（以下すべてを満たすこと）
（１）顧客の多様なニーズに応えるよう県産魚を常時５魚種以上提供できる店舗で、長崎県産の魚介類を３種類以上使った刺身「長崎刺盛」を提供できること。
ただし、洋食店や中華料理店、地元特産の県産魚を専門的に取り扱う店舗にあってはこの限りではない。
※ 洋食店と中華料理店については、県産魚を常時３種類以上提供できる店舗とし、県産魚を使った「洋風刺身」「カルパッチョ」「中華風刺身」等を提供できれば可とする。
※ 地元特産の県産魚とは、「地域ブランド魚」や地域で積極的に振興している魚介類（例：「フグ」「カキ」「マグロ」「アナゴ」等）。これらについては、常時１種類の提供でも可とする。
※ サーモンや甘エビ等、長崎県産以外の魚介類を使ったものは「長崎刺盛」としない。

（２）提供している県産魚の名前を店に掲示するか、客から名前を尋ねられた時には、店員が答えられるようにしていること。

（３）食品衛生法等、関係法令を遵守していること。

（４）県が行う「県産品愛用運動」の趣旨に賛同し、こだわりを持って県産魚の消費拡大に積極的に取り組むこと。

４．認定方法
　　申込書受領後、電話等で仕入れ先やＰＲ方法等を確認する。
５．愛用店の認定募集期間

　　平成２４年９月２０日～（予定）
　

６．ＰＲ方法
　　「ながさきの地産地消」ＨＰ、県販売戦略課ＨＰでの指定店の紹介

　　「県産品愛用推進運動」キャンペーンへの参加
広報誌でのＰＲ　　ほか
